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－1－                     株式会社フォービット 

仕  様 

HD/SD-SDI入力回路 

SDI入力信号 ： SMPTE 292M/259M-C 

エンベデッドオーディオ ： SMPTE 299M/272M 

分解能 ： 24bit/20bit 

サンプリング周波数 ： 48kHz 

系統数 ： アンバランス１系統 

入力レベル ： 800mV±10% 

入力インピーダンス ： 75Ω 

コネクタ  ： BNC 

 

HD/SD-SDI スルー出力回路 

出力信号     ： リクロック アクティブスルー出力 

系統数     ： アンバランス １系統 

出力レベル    ： 800mV±10% 

出力インピーダンス     ： 75Ω 

コネクタ    ： BNC 

 

HD/SD-SDI出力回路 

出力信号 ： SMPTE 292M/259M-C 

エンベデッドオーディオ ： SMPTE 299M/272M 

分解能 ： 24bit 

サンプリング周波数 ： 48kHz 

系統数     ： アンバランス ２系統 

出力レベル    ： 800mV±10% 

出力インピーダンス     ： 75Ω 

コネクタ    ： BNC 

 

デジタル出力回路 

系統数     ： AES-3id 4系統 

サンプリング周波数      ： 48kHz 

入力インピーダンス    ： 75Ω 

コネクタ     ： BNC 

 

MUTE タリー入力／出力回路 

MUTE タリー入力回路     ： 接点入力 １系統 （３－８ピン間） 

MUTE タリー出力回路 ： リレー接点出力 １系統  

 ※FADERポジションインジケーター赤点灯（絞り込み側）時に 

 接点クローズ 

コネクタ ： Dサブ 9p メス座 （ 勘合固定台ネジ M2.6 ） 

Pin No. 機能 Pin No. 機能 

1 リレー接点出力 

 ＭＵＴＥ時 オープン 

6 リレー接点出力  

 コモン 

2 リレー接点出力 

 ＭＵＴＥ時 クローズ 

7 未使用 （オープン） 

3 グランド 8 MUTE タリー入力 
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－2－                     株式会社フォービット 

4 未使用 （オープン） 9 未使用 （オープン） 

5 未使用 （オープン）   

 

ヘッドフォン出力回路 

系統数     ： ステレオL/R 1系統 

出力レベル       ： MAX90mW/32Ω 

周波数特性      ： 100～15KHz ±2.0dB 

コネクタ      ： φ6．3ステレオジャック 

 

電源部、その他 

電源電圧       ： AC100～240V、50/60Hz (海外安全規格は取得しておりません) 

コネクター     ： ３P ACインレット 

消費電力      ： 12 W（スピーカー／ヘッドフォン出力が無音時は6W） 

外形寸法 ： 120(W)×96(H)×190(D) （突起物を含まず） 

重 量    ： １．９ kg （電源ケーブルを含まず） 

動作温度湿度範囲 ： 5 ～ 40℃、40 ～ 85% (但し、結露なきこと) 

 



FourBit          HF-01 ver1.00 
 

 
－3－                     株式会社フォービット 

各部の名称と機能 
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－4－                     株式会社フォービット 

トップ側 

１． ステータス表示LED群 

これらのＬＥＤは、本機の電源、タリー入力、及びＳＤＩ入出力に関する

状態が表示されます。 

 

「ＰＯＷＥＲ」LED ： 電源インジケーター 

緑点灯 ＝ 正常 

その他 ＝ 電源電圧異常  

（電源を切り、使用を中止してください） 

 

「ＴＡＬＬＹ ＩＮ」LED ： ＭＵＴＥタリー入力インジケーター 

赤点灯 ＝ ＭＵＴＥタリー入力 ＯＮ （フェーダーコントロール出力がＭＵＴＥされます。） 

消灯 ＝ ＭＵＴＥタリー入力 ＯＦＦ 

 

「ＳＤＩ ＩＮ」LED ： ＳＤＩ入力インジケーター 

緑点灯 ＝ 正常なＨＤ－ＳＤＩ信号が入力 

橙点灯 ＝ 正常なＳＤ－ＳＤＩ信号が入力 

赤点灯 ＝ ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ入力に映像系エラー発生 

消灯 ＝ ＳＤＩ未入力 

 

「Ａ１－４」／「Ａ５－８」LED ： ＳＤＩエンベデッド音声１～４ｃｈ／５～８ｃｈ入力インジケーター 

緑点灯 ＝ 正常 

赤点灯 ＝ ＳＤＩ入力のオーディオパケットにエラー 

消灯 ＝ オーディオパケットなし 

 

「ＳＤＩ ＯＵＴ」LED ： ＳＤＩ出力インジケーター 

緑点灯 ＝ 正常 

赤点灯 ＝ ＳＤＩ出力部のエラー 

消灯 ＝ ＳＤＩ未出力 

 

 

２． 音声動作設定スイッチ群 

各チャンネルごとに、音声の操作設定を行ないます。 

 

「ＴＨＲＵ」 ： 音声のフェーダー動作させず、スルーします。 

「ＣＴＲＬ」 ： 音声のフェーダー操作を有効にします。 

「ＭＵＴＥ」 ： 音声をフェーダー位置に関わらず、ＭＵＴＥさせます。  
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－5－                     株式会社フォービット 

３． ＳＩＧ ＬＥＤ／ＰＦＬスイッチ群 

各音声チャンネルの入力信号レベル表示とＰＦＬモニターを行ないます。 

 

「ＳＩＧ」ＬＥＤ ： 音声入力信号レベルを表示します。 レベルに応じて輝度が変化します。 

消灯 ＝ 基準レベルに対し－３０ｄＢ未満 （基準レベル－２０ｄＢＦＳの場合、－５０ｄＢＦＳ） 

緑表示 ＝ 基準レベルに対し－３０ ～ ０ｄＢ 

橙表示 ＝ 基準レベルに対し０ｄＢ ～ オーバーロードレベル 

赤表示 ＝ オーバーロード （－０．５ｄＢＦＳ以上） 

※ オーバーロード表示は、３００ｍｓ間保持されます。 

 

「ＰＦＬ」スイッチ ： スイッチをＯＮしている期間中にスピーカー／ヘッドフォン出力へのＰＦＬ送りを行ない

ます。 ＯＮ中はスイッチ内ＬＥＤが点灯します。 

「ＭＯＮＩ」にてダウンミックスモニターがＯＮされている場合、ＰＦＬ操作が優先割り込み

します。 

 

 

４． ダウンミックス モニター スイッチ／レベル表示ＬＥＤ 

内部生成されたダウンミックスのスピーカー／ヘッドフォンモニターのＯＮ／ＯＦＦと、ダ

ウンミックス出力レベル表示を行ないます。 

 

「Ｌｍ／Ｒｍ」ＬＥＤ ： 内部生成されたダウンミック出力レベルを表示します。 

消灯 ＝ 基準レベル対し－３０ｄＢ未満 （基準レベル－２０ｄＢＦＳの場合、

－５０ｄＢＦＳ） 

緑表示 ＝ 基準レベルに対し－３０ ～ ０ｄＢ 

橙表示 ＝ 基準レベルに対し０ｄＢ ～ オーバーロードレベル 

赤表示 ＝ オーバーロード （－０．５ｄＢＦＳ以上） 

※ オーバーロード表示は、３００ｍｓ間保持されます。 

 

「ＭＯＮＩ」スイッチ ： 内部生成されたダウンミックスモニター出力（スピーカー／ヘッドフォンモニター）を

ＯＮ／ＯＦＦします（オルタネート動作）。 

 

 

５． フェーダーモード スイッチ 

フェーダー操作での動作モードを設定します。 

 

ＦＡＤＥＲ ＋ ＝ レベル調整フェーダーとして動作し、最大レベルが＋６ｄＢになります。 

ＦＡＤＥＲ ０ ＝ レベル調整フェーダーとして動作し、最大レベルが ０ｄＢになります。 

ＣＯＵＧＨ ＝ フェーダーを上げることにより音声出力し、下げることにより音声をミュートします。 

  中間位置は不感帯になっており、「ＯＮ」、または、「ＯＦＦ」の範囲に入った時に動作

が行なわれます。 
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－6－                     株式会社フォービット 

６． セットアップ ファンクション表示 ＬＣＤ ／ エンコーダー 

本機の設定を行ないます。 （「セットアップ ファンクション」説明を参照） 

セットアップ中以外は、ＳＤＩ入力フォーマットが表示されます。 

 

 

７． スピーカー／ヘッドフォンレベル調整ボリューム 

スピーカー／ヘッドフォンモニターの出力レベルを調整します。 

 

 

 

８． フェーダー／フェーダーポジション表示ＬＥＤ 

音声動作設定が「ＣＴＲＬ」に設定されている音声チャンネルに対しフェーダー

操作をします。 「ＦＡＤＥＲ ＭＯＤＥ」で設定された列のＬＥＤが点灯し、その

モードに従って動作します。 

 

フェーダーポジションＬＥＤ表示 ： 

赤点灯 ＝ 音声がＭＵＴＥされている。 

橙点灯 ＝ フェーダーレベルが０ｄＢ未満。 

緑点灯 ＝ フェーダーレベルが０ｄＢ以上。 

 

※ＭＵＴＥタリー入力がＯＮしている場合は、フェーダーポジション表示ＬＥＤ

が赤点灯し、強制的にＭＵＴＥ状態になります。 
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－7－                     株式会社フォービット 

リア側 

９． 電源スイッチ／ＡＣインレット 

電源のオン/オフを行います。マルドット側に押すと電源が入ります。AC100～

240V電源の入力端子で、付属の電源コードを接続します。 

 

 

１０． ＭＵＴＥタリー入力／出力 コネクタ 

ＭＵＴＥタリー入力 ＝ ３－８ピン間を短絡することにより、音声ＭＵＴＥを行ない

ます。この制御入力がＯＮ（短絡）の場合、「ＴＡＬＬＹ ＩＮ」

ＬＥＤと「フェーダーポジション」ＬＥＤが赤点灯します。 

ＭＵＴＥタリー出力 ＝ フェーダー操作またはＭＵＴＥタリー入力により、音声が

ＭＵＴＥ状態になっている場合、リレーをＯＮします。 

リレー接点出力はノーマル オープン／クローズの両方が出力されています。 

 

コネクタピンアサイン： コネクタ＝ Ｄサブ ９ピン メス座 （勘合固定台 Ｍ２．６） 

No. 機能 No. 機能 

1 ＭＵＴＥリレー接点出力 

 ＭＵＴＥ時オープン 

6 ＭＵＴＥリレー接点出力  

 コモン 

2 ＭＵＴＥリレー接点出力 

 ＭＵＴＥ時クローズ 

7 未使用 （オープン） 

3 グランド 8 MUTE タリー入力 

4 未使用 （オープン） 9 未使用 （オープン） 

5 未使用 （オープン） 

 

 

１１． ヘッドフォン出力 

ＰＦＬ／ダウンミックスモニター用ヘッドフォン出力です。 ヘッドフォンプラグを接続すること

によって、スピーカー出力はＯＦＦになります。 

 

１２． ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ入出力コネクタ 

ＩＮ ： ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ入力 

ＴＨＲＵ ： リクロック アクティブ スルー出力 

ＯＵＴ１ ： 本機処理後のＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ出力 

ＯＵＴ２ ： 本機処理後のＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ出力 （ＯＵＴ１の反転

出力） 

 

１３． ＳＤＩディマルチプレクス／デジタル出力 

ＡＥＳ－３ｉｄでの音声出力コネクタ。 ファンクションにて、ＳＤＩ入力のディマルチ出力もしくはフェーダー操作

処理後の出力を選択することができます。 
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セットアップ ファンクション 

基本操作： 

• エンコーダー スイッチを押すことにより、下記のファンクション選択画面に
入ります。 

• 設定するファンクション項目を選択し、エンコーダー スイッチを押します。 ファンクション項目の最後の
「ESC >>>」にて、ファンクション選択を抜けます。 

• 設定する項目を選択し、パラメーター選択後、エンコーダー スイッチを押し確定させます。 
※３０秒以上操作を行なわなかった場合、ＴＯＰ画面（ＳＤＩフォーマット表示）に戻ります。 

 

 

１． 入力マトリクス設定 ： 「ＩＮＰＵＴ ＭＡＴＲＩＸ」 

入力音声信号のマトリクス設定を行ないます。 入力信号の入替え（リマップ）、パラ取り、不要音声のＯＦＦ

が可能です。  

選択範囲 ＝ ＩＮ１～ＩＮ８、 ＤＭ－Ｌ／Ｒ、ＯＦＦ 

ＩＮ１～８ ： ＳＤＩ ＩＮで選択された音声の１～８ｃｈ 

ＤＭ－Ｌ／Ｒ ： サラウンド ダウンミック後のＬｍ／Ｒｍ信号 

ＯＦＦ ： 選択せずＭＵＴＥとする 

 

２． 入力レベル調整 ： 「ＴＲＩＭ ＬＥＶＥＬ」 

入力レベルの調整を行ないます。 フェーダー操作前に基準レベルを合わせることが可能です。 

可変範囲 ＝ ＋１２ｄＢ～ＭＵＴＥ 

 

 

３． ダウンミックス バス アサイン設定 ： 「ＤＭＩＸ ＡＳＳＩＧＮ」 

サラウンド ダウンミックスのバスアサイン設定を行ないます。 入力信号に対して設定を行ないますので、

「入力マトリクス設定」とは無関係です。 

補足： ＡＲＩＢ ＴＲ－Ｂ３０でのサラウンドバスアサイン 

Ｌ ＝ ＩＮ１  Ｒ ＝ ＩＮ２ 

Ｃ ＝ ＩＮ３  ＬＦＥ ＝ ＩＮ４ 

Ｌｓ ＝ ＩＮ５  Ｒｓ ＝ＩＮ６ 

 

 

４． ダウンミックス係数設定 ： 「ＤＭＩＸ ＬＥＶＥＬ」 

サラウンド ダウンミックスの係数設定を行ないます。 

「ＬＲｍ」 ： ダウンミックスのトータルレベル設定を行なう。 

「Ｃ」 ： ダウンミックスのセンターチャンネルレベル設定を行なう。 

「ＬＲｓ」 ： ダウンミックスのリアチャンネルレベル設定を行なう。 

「ＬＦＥ」 ： ダウンミックスのＬＦＥレベル設定を行なう。 

可変範囲 ＝ ＋１２．０ｄB～ＭＵＴＥ 

（※ 弊社機器では、ＡＲＩＢでのＬｔ／ＲｔをＬｍ／Ｒｍにて表記しております。） 

 

補足： ＡＲＩＢ ＴＲ－Ｂ３０でのサラウンドダウンミックス係数 

Ｌｔ ＝ ａ ＊ （ Ｌ ＋ （１／√２） ＊ Ｃ ＋ ｋＬｓ） 

Ｒｔ ＝ ａ ＊ （ Ｒ ＋ （１／√２） ＊ Ｃ ＋ ｋＲｓ） 

 ａ ＝ １／√２、  ｋ ＝ １／√２、 １／２、 １／２√２、 ０ 

１／√２ ≒ －３．０ｄＢ 

１／２ ≒ －６．０ｄＢ 

１／２√２ ≒ －９．０ｄＢ 
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－9－                     株式会社フォービット 

５． ＳＤＩ 入出力音声グループ設定 ： 「ＳＤＩ ＡＵＤ ＩＮ／ＯＵＴ」 

入出力するＳＤＩ エンベデッド音声（８ｃｈ）の音声グループを選択します。 

選択対象外の音声グループは、そのまま通過します。 

設定範囲 ＝ Ｇ１／２、 Ｇ１／３、 Ｇ１／４、 Ｇ２／３、 Ｇ２／４、 Ｇ３／４ 

 

Ｇ１ （音声グループ１） ＝ ＳＤＩ エンベデッド音声 1～４ｃｈ 

Ｇ２ （音声グループ２） ＝ ＳＤＩ エンベデッド音声 1５～８ｃｈ 

Ｇ３ （音声グループ３） ＝ ＳＤＩ エンベデッド音声 1９～１２ｃｈ 

Ｇ４ （音声グループ４） ＝ ＳＤＩ エンベデッド音声 1３～１６ｃｈ 

 

設定例： 

• ＩＮ ＝ Ｇ１／２、 ＯＵＴ ＝Ｇ１／２ 
ＳＤＩ音声１～８ｃｈのＦＡＤＥＲ操作を行ない、その結果を１～８ｃｈに戻します。 

• ＩＮ ＝ Ｇ１／２、 ＯＵＴ ＝Ｇ３／４ 
ＳＤＩ音声１～８ｃｈのＦＡＤＥＲ操作を行ない、その結果を９～１６ｃｈに戻します。 

ＳＤＩ音声出力の１～８ｃｈは、ＦＡＤＥＲ操作されていない状態で出力されます。 

ＳＤＩ音声出力の９～１６ｃｈは、ＦＡＤＥＲ操作を行なった１～８ｃｈの音声が出力されます。 

 

 

６． SDI 音声同期モード設定 ： 「ＳＤＩ ＳＹＮＣ」 

音声同期信号元を選択します。 

「ＥＭＢ」  ＝ ＳＤＩ音声位相データを元にオーディオクロックを生成します。 （推奨） 

「ＶＩＤＥＯ」 ＝ ＳＤＩ映像信号を元にオーディオクロックを生成します。 

 

注意： ＳＤＩ エンベデッド音声信号には、４ｃｈブロックの各オーディオグループに対して、オーディ

オ位相を補償する為の「位相データ（ＣＬＫ）」情報が埋め込まれています。 

 「ＶＩＤＥＯ」を選択した場合、各オーディオグループ間での位相を補償することができません。 

そのため、サラウンド ダウンミックスを行なった場合、フロント／リア間で位相ズレとなる可

能性があります。 

 

 

７． 出力信号選択 ： 「ＯＵＴＰＵＴ」 

デジタル出力信号を選択します。 

「ＳＤＩ ＤＭＵＸ」 ＝ ＳＤＩ入力信号のディマルチ出力を行ないます。 出力される信号は、フェー

ダー通過前（音声処理前）の音声信号で、信号に含まれるチャンネルステー

タス情報もそのまま出力します。 

「ＰＯＳＴ ＦＤＲ」 ＝ フェーダー処理部通過後の信号を出力します。 チャンネルステータス情報

は、プロフェッショナルモード４８ｋＨｚに置き換えられます。 

 

 

８． 基準 音声レベル設定 ： 「ＲＥＦ」 

シグナルインジケーター表示の音声基準レベルを設定します。 

「－２０ｄＢＦＳ」 ＝ 基準レベルを－２０ｄＢＦＳとします。 

「－１８ｄＢＦＳ」 ＝ 基準レベルを－１８ｄＢＦＳとします。 
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９． 電源ON メモリーリコール設定 ： 「ＰＷＲ ＲＣＬ」 

電源ＯＮしたときの初期状態を設定を行ないます。 

設定範囲 ＝ ＬＡＳＴ、ＭＥＭ１～１０ 

「ＬＡＳＴ」 ＝ 前回の電源ＯＦＦした時の状態で起動します。 

「ＭＥＭ１～１０」 ＝ 指定されたメモリー設定にて起動します。 

 

 

１０． メモリー リコール／ストア ： 「ＭＥＭＯＲＹ」 

内部メモリーへの設定呼出し／保存を行ないます。 「ＲＥＣＡＬＬ」／「ＳＴＯＲＥ」を選択後、対象先のメモリ

ー（1～１０）を選択します。 

「ＲＥＣＡＬＬ」 ＝ 設定呼出しを行なう。 

「ＳＴＯＲＥ」 ＝ 設定保存を行なう。 

 

１１． システム初期化 ： 「ＳＹＳＴＥＭ ＩＮＩＴ」 

設定を工場出荷状態に戻します。 

 

手順： 

• 「ＩＮＩＴ Ｓｕｒｅ？？」を選択し、エンコーダースイッチをプッシュします。 
• 「ＩＮＩＴ ＣＬＥＡＲ！！」が赤文字で表示されますので、エンコーダースイッチをプッシュし、初期化を
実行します。 

 

 

１２． バージョン表示 ： 「ＨＦ-01 Ｖｅｒ ＊．＊＊」 

本機のバーションを表示します。 
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系 統 図 
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外形寸法図 

 
 

※ 仕様および外観は改善のため予告なく変更することがあります。 


